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日
本
赤
十
字
社
（
以
下
、
日
赤
）
は
、
献
血
を
利
用
し
た
血
液
凝
固
因
子
第
九
因
子
製
剤
（
乾
燥
人
血
液
凝
固
因
子
第
九
因

子
複
合
体
。
以
下
、
第
九
因
子
製
剤
）
の
製
造
許
可
を
得
て
い
る
が
、
製
造
は
行
っ
て
い
な
い
。
血
漿
分
画
製
剤
の
国
内
自
給

と
い
う
長
年
指
摘
さ
れ
て
き
た
重
大
な
課
題
を
達
成
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
日
赤
の
血
漿
分
画
製
剤
の
製
造
と
そ
の
意
思
決
定

の
在
り
方
に
関
し
、
以
下
質
問
す
る
。 

四 

日
赤
は
、
第
九
因
子
製
剤
の
製
造
許
可
を
取
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
を
行
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、

今
後
製
造
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。 

五 

第
九
因
子
製
剤
の
製
造
許
可
を
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
製
造
は
し
な
い
、
と
い
う
意
思
決
定
は
、
日
赤
内
部
に
お
い
て
ど 

三 

日
赤
の
第
九
因
子
製
剤
の
製
造
許
可
取
得
に
際
し
、
厚
生
省
は
そ
の
意
思
決
定
に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
る
の
か
。
日
赤

に
対
し
て
製
造
の
働
き
か
け
や
指
導
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

一 

日
赤
が
第
九
因
子
製
剤
の
製
造
許
可
を
取
得
し
た
時
期
と
そ
の
意
図
は
何
か
。
日
赤
と
厚
生
省
の
認
識
を
伺
う
。 

二 

第
九
因
子
製
剤
の
製
造
許
可
を
取
得
す
る
と
の
意
思
決
定
は
、
日
赤
内
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
を
経
て
、
い
つ
ど

の
機
関
で
行
わ
れ
た
の
か
。
日
赤
の
常
任
理
事
会
ま
た
は
理
事
会
は
、
そ
の
決
定
に
関
与
し
て
い
る
の
か
。 
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六 

献
血
に
由
来
す
る
血
液
製
剤
に
よ
る
国
内
自
給
達
成
は
、
わ
が
国
に
課
せ
ら
れ
た
長
年
の
課
題
で
あ
る
。
日
赤
の
現
在
の

血
漿
の
分
画
工
程
で
は
、
第
九
因
子
は
有
効
利
用
さ
れ
ず
に
次
の
工
程
に
進
み
無
駄
に
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
製

造
許
可
が
あ
り
な
が
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
製
剤
を
製
造
し
な
い
の
は
、
献
血
者
の
無
償
の
善
意
に
応
え
る
と
い
う
日
赤
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
を
怠
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
赤
と
厚
生
省
の
認
識
を
伺
う
。 

八 

欧
州
に
は
Ｃ
Ｌ
Ｂ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
や
Ｚ
Ｌ
Ｂ
（
ス
イ
ス
）
な
ど
、
赤
十
字
で
集
め
ら
れ
た
無
償
の
献
血
を
利
用
し
て
良
質

な
血
漿
分
画
製
剤
を
生
産
し
て
い
る
赤
十
字
の
組
織
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
で
は
高
度
な
技
術
力
と
、
分
画
工
程
で
無
駄

を
極
力
出
さ
な
い
よ
う
な
高
い
生
産
性
を
背
景
に
、
民
間
製
薬
会
社
と
比
肩
し
う
る
競
争
力
を
持
っ
て
製
剤
の
製
造
、
供
給

を
行
っ
て
い
る
。 

七 

日
赤
で
は
、
今
後
新
た
な
製
剤
を
製
造
す
る
場
合
や
、
現
在
製
造
し
て
い
る
製
剤
の
製
造
中
止
な
ど
に
踏
み
切
る
際
に
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
組
織
と
し
て
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
手
順
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

の
よ
う
な
検
討
を
経
て
、
ど
の
よ
う
な
機
関
で
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
。
日
赤
の
常
任
理
事
会
ま
た
は
理
事
会
は
、
そ
の
決
定

に
関
与
し
て
い
る
の
か
。 

日
赤
は
、
血
液
製
剤
調
査
機
構
な
ど
の
各
種
調
査
報
告
な
ど
を
通
じ
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
血
漿
分
画
協
会
（
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
） 

四 

 



 

 

五 

の
準
会
員
と
し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｂ
・
Ｚ
Ｌ
Ｂ
な
ど
同
協
会
の
正
会
員
の
組
織
の
状
況
や
経
営
体
制
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
し
承
知

し
て
い
る
と
考
え
る
。
欧
州
の
赤
十
字
の
そ
れ
ら
の
血
漿
分
画
製
剤
製
造
体
制
、
高
い
生
産
性
、
民
間
製
薬
会
社
と
同
等
の

競
争
力
を
持
っ
て
い
る
な
ど
の
点
に
つ
い
て
、
現
在
の
日
赤
で
実
現
が
可
能
か
ど
う
か
、
日
赤
は
ど
う
評
価
し
、
何
が
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
並
び
に
こ
の
問
題
の
厚
生
省
の
認
識
を
伺
う
。 

右
質
問
す
る
。 


